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「緋文字」におけ 「735の航海
一一ヘスターとデイムズデイルの「個性化過程」
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高島まり子
(1) ~(6)' におし\て，ナサニレホーソ←ン山代表作一『緋文字』が J き詰まつえ父権i!JiIの危
をす，~!克する方[11] での|二i 我確立，即ん男性性と女性'1"[の杭亡?による人格のい体性の回復への過科
を描いたものであり，普遍的な男性白我デイムズァ、イルと女性I'J我ヘスターの「個性化J，あるいは ;'1 
己実現」の過引を作品化したものとも言えることを，ユング慌のエリヅヒ・ノイマン 2 の説を援用して
Lてきた。特[.品川)では，その過程を凝縮したものとして二人のでの再会の I立?とピコー
リタシ共同体( I九 I んー同体」と長ロ， 'への帰還を{に戸市じたが，デイムズデイルの意識過程
における 1京父J(1 LJ 一意識Jk~ J て無意識から万証三 ~Lた父元主~目ぷ 7よふもの:こーで;討中を背
景とした「共同体J)と「息子J(無玄識から誕[1 した「自我一立識」デイムズデイ)~)の関係に焦点を
絞ったため考察が不充分であ f)た。本稿では，この場面での"'"スターの変容の意味を再考し， C.Gコ
ンゲのいわゆる内航海J(説明以伏広Jの‘形態と考えわれる「森」を!いC，とした空間移引の意味
を)-fifたいに
E 
ツグが人生の究似の目的と ~j 己実現」あるし汁 1個性化j とは， 1個ノこ l九!CIする
、ょを実現し， 三川!てl設を高次の全iャi土/，と志向せしめる」過程であり s そっ中心となるのは 意識
と無意誌とを汽んだ心の全体性の中心」たる jl'j己Jである(河合年雄『ユング心上位学入門j，220 
221) 0 )イマ/は「人格の全イギJ性の構築をu指す…「自己Jの調教作用」を「中心志向J(f意識の起淑
と呼い、 人変半においてこの「中心志向Jを主誠化すること(r立識j，704)， P!Iっ n.Jえ
がど1二意識化すふこと)そn我とド:cの 体化であ十人…個性化であるJ(，主哉l678) と f)^ とこ
ろが，英雄の「竜退治jによって達成された無意識から意識への父権内心理発達i丈この「伺性化過程」
の一段階ではあるものの，父権市Ijにおいて固定され制度化されるに及lY，意識と無音、識の分裂，
のイ何倍低下とがIJ干をもたらし，遂にけ人格の平衡喪失のfd:除そ招くと彼It整骨し，その危『合唱?補償する
たれの元型的シン iレによる意誌と識の交流のノ性を説く。(r志 700を参照)このふうな
人倍壊の危険'1"1はっ父権的意識発注によって「白殺jが十暗に肥大し与 二j己」から切りされた結
果とも言えよう。ノイマンは父権制の枠内にも，手u准神話の「竜退治」に続く「囚われの久?生」と
の獲得の過程に意識と無73識を結び全体性を目指す「中心志向」の働きを見出したが，それさえも今日
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では忘れ去られようとしていると危倶L，父権制を超克する「個性化過程Jを模索した。
とこ fでノイマンが不唆するように，神話におけるプシ今一の神格化がこのような父怪的心別発注に
よる無志品と女性性(心理的に~志識と同一地される)の[山由低下と それがもたらす女神のとを
食1める試みであったなら(rアモールとブシケ-1150を参照)これはペルセウス型「竜退治」とは
対照酌に，1m，意識と女|刊主を庇めなし、判たな白状確立の提示とぎえられち「個性化過程」川崎環と Lての
意味が天さく，父権的る:人格分裂の危機へのぷiA:策ともなふう c 翻って I緋文字J旨訟の「原えJ(神
を背景とした「共同体J)は，権威はあるが陰気で狭量な老父であり 9 厳格過ぎる法と刑罰から独善的
な女性J;tゃ残酷な供;己まで とド命力の抑!子 1> 削 i主性の粘 ;~?~J にノイマシの三う父権的危機は明ら 1)、であ
るr とjれば，拙論川)で考察したようにブシケーの道程に非常によえ以たヘスターの生涯も?その危
を超克する新たな自我確立であり 「個性化過程」であると考えられるのではなかろうか。この点を
より民付['[江に考えてふたし、c
「白比一意識jか来意識の支配固から分離していく「原両訟の分離jの時点で，プシケ」は胎児，ヘス
ターは幼子パールという「アニムス」との砕を脹胎しており，彼女達は無意識からの自我の強立と共に，
無意訟のl廿淳に逃げ込んだ「アニムス」との安の搾を希求するコこの分離と結合と Lイ il3反する LJ の
追求は，ヘスターの白比確1rをEl18-)-1竜との院しリにおいぐ， 1太母」的情念のfi:識山抑制と過激な
I'IH思想、を含む男性的意識の女性的中手1I パールの忍耐強い母イ慈悲の修道交J(Hawlhorn巴， Nath 
anll巴，LThe ，'1carlet JAUcr， VoL、:r(六 TheCen tenary Editwn the Worhs 01 Na! h，αruel Rα，wlhorne， 
Ed. R"JγPeac:θとtaL Culu川 bus:Olwl State UP， H)(;2-1978 p.H1. J，干¥応1t=からσ)日1)-jj' 1:土
ページ数のみを記す。)としての奉仕活動-芸術的手去によるリビドー昇華・白i舌 として，即ち男
性性と L性性の決[~t と本能的な '1:命力との統合の過秤と L て表われる σ これはブシケーにおいては，
彼女の去切りに怒ってエロースが逃げ込んだ「太母」アフロデイーテーの fらとでの 4勺の課題への取り
高liみとなる。絶望のあまり自殺の誘惑に負けそうになりながらもヲ夫への愛の実現だけを咳見て課題ぜそ
果たLていくプシケーの苦悩に満た道程はす:音.1哉の確立をけ指す女'1グ|ト['Jな「竜との片iそしミ」にほかなら
ない。ぷ初の 3つは父J(1父権tJ'JウロボロスJ)との戦いで¥男性的な意識への壬、!日j性を持%なが
らも，彼女は無主識的で白定的な女性原、Jlf!や女性性と男性性との混在した力等に助けられて課題を成し
遂げることができ， ぞびの)たび、に[(よぐ今.[廿.[目出1主止づ'1性1チ
シケ一のj道萱を凝縮Lたぴの〕が第4びの〕λl'早起の冥冥令界干下りjと帰J途注l仁二才おJ;けナる 「失目敗土υJであり札， ノ iマンはこれを英
雄の「夜の南が航?充u海毎Jと定義する o (叩『アモ一yルレリt133， 148を参照)彼女は「失敗」によって逆説的に冥界
の丸一枠ぺ)~セボネ』内需!を我がものとし，意志t'[守な愛と の元型['[e)宇命力を続行ーする。これは彼
女の~..;Jr;J;'意識のi[!心?とる自我山市止でなくヲ意識と?f1Ti主識を合わせた心の全体性の構築を日托す「個
性化過程」であることを凝縮して証明するのだ。既述した父権制の危機に対しヲこれが救済の可能性を
持つことは間違いないのヘスター内場合は， 1烹]への往復の場面が 1をの航海」に宍たるのではなか
ろうか
「復の航海」は太陽神話のド半円で英雄の死と再生を象徴する元型パターンであるが， I手物j旦i台と同
様に殺しJ~こ重点キ置き(rま設し 226一色7 233， G9fi今参照) を否定的に担える場作土
「無意戒に住む竜が守;)叶;有している宝を自分び)パーソナリティーに統白するJ(rアモー ル.1. 148)過
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に重点を置き，無意識を肯定的に捉える場合とがある。プシケーの場合は後者だが，元田f宥 A氏も同
様の視点をマーク・トウェイン作『ハックルペリー・ブインの冒険』やフォークナ一作『熊』の
用いた。(rエデンの探求185-174を参照)氏によれば，これらの作品に描かれる男性主人公の精神的
再生はアメリカの父権的状況の行き詰まり(前者は奴隷制を含む丈明社会の虚偽と暴力，後者は北米先
住民への虐待を含む土地私有と奴隷制の歴史)に起因し，彼等の「父殺し」に必要な生命力と価値を
苧む世界として集合的無意識層が肯定的に捉えられているという。次に元田氏が「夜の航海jの典型と
して図解・分析した『熊Jの主人公アイタの精神的再生過程を，氏の図を参照しつつ簡単に引用してみ
Tこ、仁
( rエデンの探求l100) 
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<図 I> r熊』におけるアイクの「夜の航海」
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プロットの前半は，少年アイクが熟練した猟師であり，偉大な師であるサムに先導されて広大な荒野
に参入し，荒野の化身とも言える大熊オールド・ベンと神秘的な出会いを果たすまでが，夢の中の出来
事のような筆致で描かれている。アイクが荒野に入る場面は偉大な母にのみ込まれる母体退行のイメー
ジで描かれ，彼は徐々に荒野に慣れ親しんでいく。そして丈明社会のアイデンティティを象機する
H寺計，磁石を捨て，原始人の心性にまで意識的に退行した彼の眼前に遂に大熊が幻のように姿を現す瞬
間は，あたかも彼と荒野が A体化したかのような神秘的な体験であった。悠久の太古の人類の原始心性
に復帰し， I自然の恋意と力に対する}I国応適合の過程において人類がかちえた最も基本的な精神的特質」
( rエデンの探求.l， 112) を修得したその体験を最深点として，彼がその精神的特質を「人間固有の美徳」
(112 )へと練磨し， I新たな丈明人J(92)としてその美徳を汚濁に満ちた現実世界に持帰るまでがヲ
「夜の航海」の後半の上昇過程に対応する。大熊を倒すことは， I人間固有の美徳」を修得し終え， I人
類に荒野の美徳を主成させた母なる自然J(112)から「新たな丈明人jとして再生するための「母殺しJ
を象徴する行為でもあるのだ。(しかしながら，実際に大熊を倒すのはアイクではなく，彼の精神的父
であり師であるサムである。彼とアイクの関係は『エデンの探求』における「老いたるアダム」と「若
きアダ、ム」についての元田氏の論考に詳しいが，ここでは言及しない。)氏が述べる通り， こうして獲
得された「得がたき財宝」としての美徳によって，アイクは祖父から伝承された農園の相続を拒否し
キリストにならって大工となるが，現実を改革する力にはなり得ず， ー人の女性を救うことすらできな
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この作品が「南
「民族と
Lミ。印ちヲ現実には有効な「父殺し」を為し遂げることはできなかったのだ。しかし ν
部社会の罪悪と退廃J(82)に対決したフォークナーの深層から生まれた夢であると同時に，
してのアメリカ人の願望充足J(82)であり，ユングの論じる「太陽神話に見出されたところの精神的
再生と(，)う人類共通の心理的パタンJ(82)の表現であるところに，元田氏は重大な意義を めるので
ある。
またq 神話の英雄による「囚われの女件Jと「宝物」の獲得過程(r意識1275-306を参照)の変種
とも考えられる昔話「忠臣ヨハネス」を論じた河合隼雄氏も，老王の死で始まるこの話を父性原理が行
まった王国で息子が新しい女性原理をもたらす物語で，男性原理の強い文化圏における自我の確立
過程と友性性の獲得を示し 「男性と女性 日常と非日常の統合によって以前よりは高次の統合が完成
と解説するη(r昔話と日本Aの心1， 27-28を参照)日常が意識に，非日常が集合的無意識に，
そしてその1':1間帯は双方が出会う夢や白昼夢の世界に該当するとすれば，この物語も一種の「夜の航海」
えよう F ここでで、は「夜の航;海毎Jは行き詰まつた父権市制制Ijの再生のため「日
i過l邑詰針干程呈として， まさに父格的危機の解決策として機能している。拙論 (6)と重複するが，次に河
「忠臣ヨハネスjの空間移動の図を参考のため引用する c
? ? 」
する」
と
による
〈図 2>r忠臣ヨハネス」における人物の空間移動(r昔話と日本人の心l27) 
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さて拙論 (6)では『緋文字Jの「森Jの場面を「原父」と「息子」の関係に焦点を絞って考察したがν
ぞれに欠けーでいたヘスターのブシケー的な「夜の航海Jという視点を補足し 拙論 (6)に図示したもの
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の宇ILし，q[ftとデイムスデ、イ )vの空間移動とそれに伴う言JIFLて次のく回3>γを
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同体」匙悦日市と医IlrIiの側三、では聞の「共同体j→ぽの一 !U滑走は宅ぐ!豆13>0) 
^'スターとテ、イムズデイルに
;三〉れる υ むとって，
スターの住居→I森jに当たる。既に拙論(1) (2)で診察した4うに，
日訟は テクス卜以前はいまだ、培、;，i~段階 lこ迭してし弘主いと考れる
とっては「太母」への屈服であり彼女にとっては霊的「父権的ウロポロスJの侵入による第二の「死の
すべくヲ J出論(6)の国の点線を訂正した。
円:問のベル、yナは中間千i'(イ凶久的無忘識層)では取去られJ 聖人と見方されでいる牧師ば秘涼、の罪ゆ
な医師は忠;魔f主を;ij:び， 1;慈悲のイl多逗ぷ」たふ八スターは密かi山由思tltJ手
むと共に，娘の日に悪魔を見て悩む。更に最下層の「森」での^'スターのp見得は，うちひしがオれLたデイ
ム人、，')←つデ7
が'この時点ではまるで彼女が牧師，彼が信者に見えるの苦悩する罪人への共感にほれた
(主:品riu)での計五市の「炎の舌」 とほ対照的J二，去り否定やと限の)'!cHとい〆 j
弁は，父権的な切断を印象付け，牧師を圧倒する。即ち，
すiっi常的な佐合的知哉の世界だが， 1王寺の獲得する
問、りぷ考え℃みたい。それに関述して， 1口j住民の jとりかへばベヘ
4>フく凶日〉を引用する。
に存在することをぷらはより1*'"下ンボjしとしてに至るまでは qである
、7
D 
I:!tl司体J
J丑越を口伝る彼1、のLj:I
この「森Jは日常世界の価仙の逆車i:をもたら
とはイロ?かをセクシュアリデ fの逆来τを
) えの;高藤
i司書から〈図を参照 L，見と友』
i宇をソ;女の孜副支換が行われるのj誌の意味を;考察し，は『と:')
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図4> 男女の軌跡とトボス(rとりかへId'や勾男
女l23) 
<函5> たましいの元型とイメージ(同司 135)
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と捉え{く|き14>を主主照)，あ ç~) ゆる分割を討する全体としての I ニましい」元引には両性孔の
fメージがふさわしく(<図 5>を参照)ヲ姉弟の役割交換も「たましい元型」との出会い，あるいは
人情の全体性の凶復につながる仕掛けとみなす。 (rとりかへばや，男と女.1， 133-136， 222-223を参
照)抗日論 i6)でも二詳したように排文字」の「森jでは労女の役割交ねまではいかないが， fIIJ半に
二人のセクシュアリテイはil常から逆転し，史に最深部で反転し，愛の料を碍認し合って精神的に一件;
となる。しかも，二人合わせ vて男女の対を成していることは常に変わらないc そして日常に帰還した際
にはふより高次の{.']:辺的な統合を為し遂げていることからも o I森」のな味には『とりかへば
の者野の持つ意味とかなり近いものがあると考えムれるつく凶 3>に員Ijして彼等のセクシュアリテイの
を考察する c
さて最初の逆転の現時は，ヘスターが医師の正体を告白したこと (e)による互いのペルソ
(f)において牧師のベルソナの死は古い衣眠のように脱捨てた回分というイメージに，彼女のそれは倒
れた彼の側仁身を投出した姿に暗示される υ 両性具符の「たま L¥，、」へと向かった彼女は， (h)におい
てまず向らの男性的楕川面とヒL，ロゴスの力に溢れ 男性的超越をノす無垢への再生を言!く f 更
に「彼のHには彼友の熱意によってともされた光が発作的i燃え上がってまた消えたJd98)というよ
うに，自ら強烈に輝く太陽のような積駆的，能動的なqBzt(に対し，説得に動かされるデイムズデイルの
反応にはフ太陽の光を乏けて弱々しく輝く月のイh 式ージが叶らかだc父権的な太陽と月七i的な月のイメー
ジには，二一人のぞクシュアリティの逆転が見られるのではなかろろか。 彼女の語る「森」は，青山義孝
氏の論じる立rlく(rホーソ』ン研究一一時間と空間と終ぷ論的想像力.1， 22-44)エマソンの抗く超絶主
義的な「山派」と共通性を持つ場でヲ時空を担えた集合自J慨を:識の世界にふさわしいが 9 彼女1，な
る神性との合ーを ;~;rbJせしめる起越的な「森」とそれに隣長する中間'討を，本能的・肉体的な「ぶntJ
のi世界と対比させて<図:'l>の上方向lこ点械で描いてみた。
神へのこの自我肥大山な接近は，点、線の中間 j市ではf皮の思索や過政なiム!出思想、への何回U，アン a ハy
ヂンソ J的な予言者との自己同一視 (d)に，忌;識厄lでは弱者の感謝をJ巨む「慈悲の修通女」としての
『緋文字』における「伎の航海」 高島まり子 111 
「誇りJ(162)や女神像のような冷たい印象に暗示される。幼児の如き牧師に対してただ優しく受容す
るだけの母の役割を演じるのでなく，男性的太陽の如く強烈な信念のもとに彼を精神的に鼓按しようと
するのは，彼女の第会の関心が彼の霊的衰弱にあり 彼の意識の活性化が焦眉の課題であるからだ。 彼
女は父権的な「父の娘J(ベレラ『神話にみる女性のイニシエーシヨンJ， 99， 109， 127)，ゼウスの
から生まれた精神の象徴であり戦いの女神たる処女神アテナ(彼交はベルセウス神話において英雄ベル
セウスを助けてメドゥーサ退治を勝利に導いた)に再生したとは言えまいか。説得された牧師の逃亡の
決意に凱歌をあげる如く，彼女が罪を否定し，緋文字を捨て，単に「帽子の久」になった時 (k)ヲ人間
の限界を超えた精神元型たるlf'J姿のアテナ像が完成する。これは，大井浩二氏が指摘したところのへス
ターの完全無欠への希求(rナサニエル・ホーゾーン論 アメリカ神話と想像力J， 134 -135を参照)
と一致する而であり，作者の描くアン・ハッチンソンのイメージヤ彼の作品『優しい少年Jの母親キャ
サリンにも通じると思われる。「共同体」への徹底的な糾弾と逃亡の決意は 超絶主義的な新たな神へ
の忠誠に基づ、いて行われた「共同体jに対する「父殺し」に当たり，父権的支配のもとでの一久性の回辱
的な逗命を憂えた彼女の苦悩は，アテナの男性的精神による「父殺しjに解決を見出したかのようだ。
これは『緋文字Jが執筆された19世紀のフェミニズムの反映でもあるが，火性の平等化への願いを男性
化と u我肥大に向かう権力志向と捉えた作者の女性観も逆照射される c
緋丈字は罪の象徴であると同時に，拙論 (2)において既に考察した如く，ヘスターのプシケ 的意識
発達過程において，デイムズデイルへの意識的な愛の獲得による「原両親の分離J(b) ~ (c)を象猷し
ていたc その俳文字を捨てることは個としての意識牲を捨てることであり，その瞬間，彼交は更に71.:現
的世界の深みに下降せざるを得ない。即ち(1)において「別の衝動に促されてJ(202)帽子をとり，太
母の支配圏への退行と「死の結婚」シンボルが表われる c 豊かな黒髪を肩まで垂らすと輝く青春と美貌
と共に「乙女の頃の希望」まで畦ってきて，ヘスターは乙女としての自分を愛人に改めて捧げようとす
るのだコこれはアテナの対極にある「母の娘jベルセポネーへの反転に他ならない。カールーケレーニ
イは，前者は決して男性に屈することのない処友神，後者はアルテミス同様に男性との結合を前提とし
た処女神であると言う。(r神話学入門J， 147-148を参照)私見によれば，ヘスターにとって結婚も
通 (a)も，冥界の干ーハーデスに冥界へと強奪されたベルセポネーに象徴される J受動的な「死の結婚」で
あったが，今や彼久ーは 1)、¥母」デメーテルの母なる自然に抱かれたコレー(娘)として母とーふ体化して
畦り， 1 身ーlnJ体の¥重像J(ケレー ニイ， 151) たる女神像デメーテルニコレーとして新たに能動的
「死の結婚J(1)を成し遂げるのだ。
この「父の娘jから「母の娘」への反転が牧師の逃亡の決意に直結していることは重要である c 彼の
決意は， 1皮が彼i;(の男性性を受入れた証しであるがゆえに，彼女の女性性への反転を呼びこむcつまり，
彼女はアテナの精神性を彼に喚起して初めて，裏の反而であるベルセポネーの女性性・肉体性に同イヒ
することができ， 1父の娘」と「十吋t吐士の娘Jを統合してコレ一としての久
メ一テルのもとに帰還するのだO そして、この「太母」との←ム体化を基盤として改めて男性性とのl点初
的な杵を結び，能動的に「妻jとなるのだ。一方アテナに鼓舞されて英雄ベルセウスの精神的高みに昇っ
たかの如き牧師i， 一転してベルセポネー 「ベルセウスに殺された女神」の意(ケレーニイ， 70) 
の夫，冥界の正ハーデスの肉体性を喚起され，ベルセウス=ハーデスとなって「夫」としての男性
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的生命力の全体性を同復する。こうして「死の結婚」が可能となり，三人の元型!的牛命力の獲得，及び、
全体性を|可復した彼らの女性性と男性性の結合が「夜の航海」のード降を食止めるのだ。意識filに帰還す
るためには更にデイムズテ、イルの「竜退治」による変容が必要であるにせよ，この元型的リピド‘の獲
得と向性の結合なくして三人の上昇の可能性はなかったであろう。日pち，この元型的生命力の余体性こ
そ，被等の獲得すべき「宝」と言えよう。こうしてみると，ヘスターの男性性から女性性への反転は，
「夜の航海 l の下降からと昇への転回点として見逃せない瞬間なのであり，ルーシ~ "マドックスのこ
の過程を無視した行為の順序の取違え (rl)ムーヴアルズ 先住民と i九世紀アメリカ作家たちl
190)一一一ヘスターがまず帽子を取り，次に緋文字を捨てる は，テクス k全体における彼交の精神性
男性性の意味と彼女の変容過程に明らかに矛盾する。次に「森Jにおけるヘスタ←とデイムズデイルの
セクシュアリテイの変容過程を， く阿4><同5>に基づいて図示してみたいc
く図 6>ヘスターとディムズデイ J[，のセタシュアリティの変容
t 
♀ 
「森」
ディムズデイル
ヘスタ
川⑨
十¥ー l f 
/ r十/
上岡において「共同体Jに帰還した人を二重丸の男性。女性と
以前より高次の心理的統合を実現したことを不している。
lV 
したことは， 1森」にでかける
さて， プシケ、が直結した女性的「自己Jは冥界の女iベjレセポネ←の永遠の美に象徴さ:t1しるが，ヘ
スターの場合は私見によれば， 1父の娘」アテナと「母の娘」ベルセポネーを統合した完全なコレー
(娘)が「太母Jデメーテルと一体化した姿に象徴されるk性の元型的な全体性であった。集合的無意
識層を表わす冥界の最深部に君臨する死の交神ベjレセポネーは，ハーデス(冥界のゼウス)の若妻であ
ると同時に「太母」デメーテルのコレー(娘)でもある。 披女は 白らの内に娘と妻という女勺性性の二
つの相を ，更に母が娘の内に心理的に再生L，娘は母を生き直すという生命の循環においては?母
の柑をも併せ持つ存在である c (デメーテル コレー・ベルセポネー神話が象徴する母娘の 1['[己j
「科目("]:Jにおける「夜の航海」 高島まり子 11:1 
1 I 関係にていてはり G.ユング「杭向元型論l -会参照され1~ ¥. '.)ノ¥スター が百児:ウー ら娘を
抱く i:)ー として登Iもする 7 クスト『件においてはヲまず母娘関係を拍くテメーテル コレ-il話を
検討する必繋があろう。実際，この神話的布置はヘスターとパールの関係ばかりでなく?コレーとして
のヘスターを巡って冒頭の場[日I， <図3>の (c)から顔を覗かせるのだ。
デメーテル的工午え、は，ますご人スターの記憶の仁1，にむな乙女(コレー)とし ゐ1&i.: T気
う院しい母の去と/之~)て(c) ~こ明 j しヲ 時jの肯定山として彼女に[Ei]rじさ川ヲパールの riul 寸い母
の役割に受紋がれる。つまり「ヘスターの母 ヘスターJから「ヘスターーパールjへと，デメーテ
コレ一関係は基本的には継承される。同時仁，略奪された娘を嘆き，哩し求め，k.に君臨するゼウスの
この略奪への関わりを知って(更にはポセイドーンによる陵与という臼らの体験を重ね合わ廿て1
にかりれるほ神のいデメーテ}]，_.Iあるいは「復舎の友利JヂメーテjしJ¥ノァー Gーニイという暗
いはは， 1共同の男性支配の以とtJilJ正に抵抗する l'延女」ヒビ>史の中に色lJぴ)否定
面(ヘスターの「太母J(fヲな「影J)として体現される。しかLながら拙論 (2)で見たように， このl山
はヘスターにおいては「父格的ウロボロス」の支配lこ抵抗し，チリングワスの知的 1音閣の楽園」と
った11!体」の霊的 1出閣の楽園」を i三にM;l点して「非行わJ(rアモール1出)から脱出するための建設
l'f守なり動力とな，)だのごある。そのlみに π ヘスターは 栴i刊の楽園」から ア二ムスjデイムズデ、イル
を力、雌L，彼への且;識的な雪の象徴たるパー}vを1'，産するよ二とにより(b) ，主乙程的支配を仰と崇めて
「非存在Jに甘んじる「父権的ウ 1ゴボロス」段附のコレー・ベノレセポネーの心理と， 1怪物Jとして憎み
反逆する「太段階の「黒いデメーテル」の心理とを「ア二ムス」との紳へと上トゐ枯しす新たな
ツr}J!U段階へと迭したので、ある c 叶|ち，コレーと Lてのヘスターはハーデスによる略寺内立1き
1乙川(古婚J(a)からだ、段階に向かっ亡脱出すること(1Jノlに成功し，ぞび〕立川、でf冒頭の彼女 h土コレー ・
ベルセボネーの運命を IJ京両親の分離」段陪へと高め，意識的な愛の象徴たるコレー パールを伴った
新たな母デメーテルとして (c)において意識水準に再生する。このフシケー的な主識発注過程を経てヲ
スターとパールの吋!In関係は本来ぴ)デメーテル コ~ .神活を遥かに超えた(個人的には「ヘタ←
の杓 ヘスター」び)長閑4系を0えて l 会:識t支li皆lこ5¥き1げられるのだ しかしなが、らVl平にわけで，
「共同体j によっ ζ主~をぶわれようとしんへスターの;午、りと組望感は，ペル七;J;ネーの嬰公を 11長え 7~'メー
テルの悲|嘆と市なり，彼交の沫層に本来のデメーテルーコレー神話が生き続けていることを示すの
る。
はデメ ァ J1/は穀物を枯らすと'{¥う復讐にょっとゼヴスを動かし 似の救出に成功 I~ が，そ
れは，'il分的な成功に川まった。なぜならソペルセホOJ7〕 J土!呪に冥界の石棺を しまりたため ~:{Iご
の三分の は地下の夫のもとで過ごさねばならなくなったからである。この場合，石棺はベルセポネー
と冥界の夫との紳として永遠に娘を母から郁分的に取り上げ， 1死の結婚」に拘束する働きをするがy
ヘスヤーとデイムプヂ、 (Jレとの紳たるパー}レはヲ jdij幸町を枯'[Y付けると|可r手)~--庭にわたる「死の杭婚」
) (1)から母をIJ!W'，さる役割を来た仁 」度目(1いは 父権的ウロ*rJス」段階に捕れ;iLたヘスター
(デメーテル)から己主主L，彼女を，己品副へとヒ昇さ止る{広三むの「自我 J己:以」の象徴(コレー) とし
て，二度[cd日1)は母に拡抗して再び緋文字を胸につけさせることによって「自我 意識」としてのヘ
スター(コレー)の「失敗」を勝利に変え， 1皮1;:の「個性化過程」を市導する「苦しみの使者J，即ち
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「自己こここデメー テルJ(へスターの心の令体性の中心)の使者として。(I自己JJl:)I;IJ像としてのパールの
については拙論5で論じたので重複を避ける。)この二度目の時点では母と娘の聞係は?
「デ、メーテル(ヘスター) コレー{パ』ル)I関係から「コレー(ヘスター)ーデメーテルの使者(パー
ル)J関係へと逆転していると許えよう。彼よとは常にヘスターの「個性化過科|を先導寸る彼女の「自
己|から送られた「石棺J.いわば冥界の石間がすで体性の段階へと高められたものと考えられないだろ
うか。干では ~1ご内スとデメ
ること↓なるが司
一度目の
これは段物の成長と死に見られる生命の永遠の1)吉田を意味し(ケレーニイ -t5G -16~~ 
にある母権的な意識段階ノ士ノJ. と目、わるη<図3>では， I太JjJ:Jデメ、う
に)[かれる完全に受動的なベルセボネ の運命を，集合的無意識層σ〕
「父権的ウロボロス」段 Ijf~' をする点線でノj三してみたが，
との差異は明らかである。(<図 3>を参照されたい。)
こうしてヘスターの内に再生Lたデメ テル コレー神話は. I森」でのアテナ像といかなる関係を
持つのであろうか。「原両親の分離J(b)~(c) によって「自我」から分離された「以 1:):Jの一部たる
「黒いデメーテルJ(父権的支配への敵意)の心理は， 7年間の「竜との戦し寸においてヒピンズ女史の
「魔交」性として否定されると同時に 9 信仰心ペコ思索と結び付いてアン・ハソチン、/ン的な]二言者像と
えるフェミニスト
一;土地 Fの犬と地上の母のFclJノ士テルの和解によってベルセ J
ルと略委7Jfとして
イ本イじした 「円 L'.
への内立に踏み出したへスターの
階と
ぴJ主問l.を
と
寸る支配許達より神に近い存在と日を??
??「??
?
の自己同
れされた形でヘスターの内に示、:小(-_![ ~ 
イー 1ルが「共同体」の後鳥時計として
|の「誇りJ(162) 等にjfU、 l~， 
ぺれらは彼女の「アニムス」たるデイム
かの如き
活躍している 1.[は，父i主的す:化の枠内に何とか収ま，，--)て三た
体」の支配 i、ご ;li~1勾共にl士一殺されんとするに及び，彼y，'(土父権的に変していた「黒いデメ「デ JしI c') 
L、埋を， I共同体」に代わる超絶主義的な父神という新たな父元型を背景としてた上界までリlき上げ，
アテナ像の内に「アニムス」への愛と共に活性化させるのだ。即ち， (h)からにおいて新た
な神に支えられた「父の娘jとなり，デイムズテイルをその神の「息子」として守るため，者いた偏狭
な「父」たる「共同体」に敢然と戦いを挑むのである。
そしてこの戦いがデイムズデイルに受入れられ 9 彼がベルセウスの高みに昇ったかのように逃亡を決
Ir~1 しかし， i8lカfチリングワスを
続けてきたと同えょう
ヘス々ーは(1)においてアテナの反l而であるコレ』 。ベルセポネーとなって太iヨデメー
拙論 (2)で述べた通り，これはブシケ、 l，rJ械の愛ゆえの「失敗jであり
的価値をねげ'， L，1うと格的ウロボロス」としてのデ、イムズデイルに毛亡を捧げるヘスターの「
の反復である L か I~ ， 吋の「死の結婚J(1)は既に 1虫、両親の分離Ib)~(c) を経たうえ，
(k:をも l付包してし、ゐがゆえに本来のベルセボネ とは追ってlE動的なものであり，いわ
(切な自我の白殺である。だからこそ，緋文字を捨て帽子を取りコレーとなって母」段陪に退行しで
もなお，ヘスターは娘パールを忘れないのだ。もともと娘をその場に呼び戻したのは，ヘスター自身な
のである。そこに母の Ii'~己J から jまられた「石棺」たるパールが 母の退1lに抵抗してその自我の死
を食|トーめ得る余地があるのだ。ブシケーの冥界下りにおいて彼女を意識面に帰還させたのは，夫との意
識的愛の象徴である胎児の存在だとノイマンは古うが(rアモールl139を参d昭んヘスターの場合それ
した母に再び緋文字をつけさぜ (m'，ヂイムズデイルとの集合的:iHE
0) 
っー，
心
意するや=(~'~ベヘ
テルのもとに
テナ
はノ\~J1に主たる
1ト文字』における「夜の航iliJ IrlJ lミ円 まれ子 、;¥ U 
識凶における原初的粋を内包したままヲ「共同体」に帰還させる力を持つのだ パールの抵抗を受け入
れた時， 元型的生命力と意識的な愛が共{(L，ヘスターは両者の統合の可龍性としての「娘」を新たに
懐胎したと言えよう。
こうしてへスターは，まず姦通を経てパールを産むことによってデメーテル コレー神話を意識性へ
と引き上げ (b)~ (c)， I森jの場面でアテナを内包したコレー・ベルセポネーとなって太母テ、メーテル
との一層強い糾をlcri友L(1) デイムズデイルと能重方的な「死の Jを実現することによって~のトlド
話の意味を L， ふ"I娘J(意識と無意識の統台の としてのパール) を懐胎した Ilr[ゴ
不一 (あノシ¥は に[才ごらったデメーテル白身、， 1'] ゆえに「失目士」したプシケーとなって判
話を再び l吉"哉は Ijf~ÿへとさせ (m) 遂にはデイムズテイ)レの ( p )を受け入れ， (1 iJλ 
(u)にかけて台、議と挺立誠 4 り↑生性と女性性・罪と救済とい.-)た'J の結合の象徴たるパ-)1， ブン
ケ山の娘たる女神「喜悦」に当たる)を真に出任して「意識的な母」としての女神ヲ長1]ち「出産したプ
シケー」となり，デメーテル コレー神話を新たな地平に再生させたと言えよう c つまり，ヘスターは
娘としては，意識的なペルセボネーとなコて愛人会と主体的な紳を結び直し， I娘」を産む。母としては
「黒いテ、メーテル」の敵意を克服し，愛人との料たる娘を「太母」段階に引き留めるのでなく 現実の
古r~ 哉而に生み出すことに成功したのだ、牧師は「竜退治」によってこの「付」を聖母像に杭介するが，
これは「は」 を表現するに過ぎない。なぜなら キリスト教的視点からは今なおか似の
人たる彼久ーが二)~_[ I'I~ な J迂を体現する矛盾にこそ，また「太D;J:J 段階に心:tるデメーテルニコレ一山花
的な女性のそ
て「自己」 J-
をi中かな:基盤として男性性との赤字を結び宅
な「自我」として意識的!に
そのを忠誠而へとと昇させることに/)
;ることができた彼女の重層性にこそ
の It):J d、 るからだc
f皮久ーは愛ゆえに人間の限界をアテナとして上にも，またベルセポネーとして下にも踏み越えるが，こ
の「失敗」こそ，愛の深さを証明すると同時に無玄識に潜む「自己」との直結を 11'能に L，愛に元型の
生命))を注入する。彼女は人聞の言?と無縁の聖母ではなく エマソンの「森」と「ぶ[;_JJデメーテル
の「森」を結合し， I森」から「共同体」に帰還して意識と無意識を，更に各々の光と聞を統合する。
伎に彼女が人々の相談役になヮた時，無意識の聞を抑圧することによって1I奇形化していた 同体Jが
全体性を回復ふりた、 とは)-_:3えまいか。対立物を結合する」 こそ彼女の全体像で 51¥ 
分的に i II.ahv， 35) (Stein， 116) と理解すべきではない
V 
次に，デメーテル コレ一村話におけるベル七ポネーの「妻」としての相がヘスターの立識発達過程
にいかなる関わりを持っているかをく図 3>を参照しながら見ていくが，これについては「犬」として
のデイムズデイルとの関係に言及せざるを得ない ρ 「森」への「夜の航海」は拙論 (6)で考察したよう
に男性1'[我の視点から， I忠臣ヨハネス」の王子の如く牧師がヘスターの女性性を後得する過程とも
えるが，父権的抑圧により緩小化された 1:女とは異なり，ヘスターは彼を力強く先導する c それ以前の
姦通(a)にいて切:土ヘスターにとっては彼女を霊的 In吉岡の楽園」に閉じ込める略奪者ハーデヌで
116 鹿児島女子短期大学紀要 第36ij (20J l 
〉だが， 1，皮白々の玄品発達過在にお~，ては 1)(父(グレートファ -+t、ーリ ピューリタ/神に支
えりれた「共同体」 の「息子」であゐと同時に， 1ぶLJヘスターの魅)Jに翻弄されふ「ぷ母」の
「息子」でもあった。しかし.ヘスターは彼女白身と共に否J;ιなく彼を楽聞かム追放し， 1原両親の分離」
段階( )~~(c) に押しゃったのだ。更に彼が「ほ両親」とその使者たる「這」チリングワス(彼の性格
ごついては件(~ JiIl論 3 で論じた~ )川支配力に劃弄され司日我解件ぴ)危機が迫るや， 1反を出する
「森」へと浮くのである。
「森」ではまず彼は，杖をついた老人から彼女の告白(巴)によってベルソナの死(引を経て，除問的
なピエタの望母の如き彼女に抱かれて冥界(集合的無意識)へと F降していくへ f皮の無力と彼女へのし
がみつき (g)は布団)で見たよろに伎が抵抗していた「太母」と 1.白了jの閣係を再現するが，こ
l前の「太f日ヘスターは彼にとて飽くまでも i1定1リな存在でLあり，幼児期の自我設を抱きしめ
「主 j;-と心地よさ走子え，守り H妥め. ~立の許すJ (f意品Jj， 50)全能な「母奇;ゐウロボロスJU7::;~識J ヲ
49)である。況に述べたところの男性的な「父の娘」アテナへのヘスターの変在もヲ「私のために考え
ておくれ……あなたは強い。私のために決定しておくれ.ノJ(J9G)と叫ぶ無力な彼の日には，彼の期待
いえて未来(ぴ〕展望を力強く明示L生命力を注入してくれる「良さ (201 )としカミらない。
i!Jうげ彼女にとっては幼児からベJLセウスを経てペルセウスとハーデスのi1tfrに至る彼の守谷過程も，
彼にとってはひたすら恋愛に満ちた優しい「太母jに甘える癒しの過程であったと言えよう。したがづ
て，ヘスターにとっての「死の情婚」の附酔， ( 1 )は，彼にとっては「太母」に身をfTせきった幼児持|の
に満ちた「ウロ;jぞロス的近親相烹J(r:意識JJ. 52~53) に近いと者三九れる。これは菅識の冗型的
においては， 1情熱の罪」としての姦通(日二が意味していた打、以」への畏怖
な「母権自'J)止親相姦J(r意識1l1C-115l一 「よ丹」段階の「日我=忠、子工愛人Jiも
に満ちた
よ
り古い初出!の段階であるのしかし，自我解体の危機に曝されていた彼がこれによってリピドーを回復し
若さとム性美に輝くヘスターにJ，ISえ 更に「共同体」への帰還が性的シンボルをm~ 、て描写されている
とごろから，再生した伎は幼児科から初j喝の「息了一二注入jに成長していると言えよう τ の伝階の円
神話では任 L，母なる大地にとして埋められては季節毎に成長と弘と再生を繰返す柄物を象
徴す之)存在でもある。「ん母Jに「愛され殺され葬られ悲しまれ再び産み返されるJ(f意識1
91)な動的な美しい少年神として， しかも，デイズムデイルがこのリビドーを意誌面での自我のil動に
取り込もうとし(売左え，それが特師と Lてのベルソ+への執着といろ利己的な形であれ工主だ「ィえの
の後半における彼の「竜退治」と fエス像へC'l君子手を考えあわ吃ると、幼い穀物干1¥1から不滅の精
村[['i な父神へと卜 JI 干変容を遂~ )たエジプトの冥界の神 1ー シリスが連想される。ノイマ土ーぷ性的な
「自我Jと「円己」の基本的関係を描いたデメーテJレ コレー神話に対応する男性的な神話がオシリス
ーホルス神話であると考え オシリス神話を男性的な「個性化過科」の典型的な表現と位置付けているc
オシリスは主的な「穀物:少午t[~Jであり，八つ詰きにきれて大地にばら撒かれ， i士1(_ド生き返
心刈却の「太七上ぴ〕ι了=愛人」タイつ「である(r意識j" 705を参照)め三可倍以Jな神からに古川な太陽
神 lオシリス=ラーjへの上昇が前者を否定することなく，両者ムの結合の内に;Eんだことにノイマンは
注目し， Iオシリス神話には精神への高まりのテーマとヲその高まったJJf:Jj!と下なる豊暁の Jl(J.Ij! 
との結合のテーマとが官共に不可欠の要素として一つに結ぼれて……ユンゲの言う個性イヒ過程を表明す
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るものJ(r意識.L706-707)と考えるのである。そのような視点から「森Jのデイムズデイルを見る
と，彼にも!日j禄の段階的交評が見られるのである 前半 (f)のベJレソナの死によって r 寸」ヘス
に抱かれる:刀厄神となりヲ彼女へのしがみつきを符た最深 1，の「ウロ〆ドロス的近税制姦」による
圏平と癒L(1)は，役が「全く新しく創りかえられて，慈悲深かった神を賛美する新しい力を受けて起き
1_がった上うだ〆J(20γlと狂喜するように，措干ril的再生をもたらす。これは，八ゥ裂きにされた;(
l 心理学的にはfl我解件、を意味する1を妻たる r 女神イシスにょっとjへliみ立てられ f 復元される
初期のオシリスの母権的再生過程を連想させる。吏に援半 (n)のパールの抵抗は，オシリスの後の発達
j段階におし、で 4 太陽神たる息子ホルスが自らの光の眼によ勺て究んだ父/]- 1)スを復元し/三ことを
せる。なぜなら，ノトルの母への抵抗はへスタ」心つ自我の花をくいとめて!夫敗」を怠訪問で、び)料、， 1
につなげるが，父デイムズデイルへの抵抗(キスを小川の水で、洗い流す)もまた同械の意味を持つので
はないかと尽われるからである。ぞれは彼の心の開深くにひっカ 2かり， f去に続く「共同休」の人々との
1 ¥会い (0)における白らの「影」の投影の引戻Lの契機となり?遂には』千ーリ/グワスとの再会にあ，)
「竜退治」に結実したであろうことは，罪の告白の際に「さあ， くちづけしておくれ。あの森のなかで
は，してぐれなかったけれども! でも，いまなら‘ して 01ますね?J (372)といろヂイムズデイ J]
のパールへの三葉に3仕;則される。 Jでなくによづて十呼生される点ゆ， 1皮がオシリスより
ι物の結合による全体性の回復に近いことを示すのではなかろうか。
さて「妻]であり「母j でもあるヘスターに上って原初的なとそ命力を回複 ~j (1)， i棋j によっデヂ
jしを精f作三i旬に高める史iえを埋め込まれたデイムズ Tイ)v(n)は，杖をJちに性的シン Jvに包まれて
「共同体」に帰;)，拙論 (1)'~で論じたように「悪魔」であると同時に「神の使訂」でもあるヂリン
ゲワスとの再会における「竜退治J を経て m iH教と罪の告白山)の巾で意識と無ぎ識， とかろ
むのと下なるものを針めとする対三物の結合をみし;丞げ，遂に臼ら「英雄Jとして再生寸る。この
は， i L昇する者として，またうー(ホルス)と結合する者として， flらを結合し産み返す者となる」
(f意識j，3~引オシ 1) ス何最終的が父格的再生に当たる。子 L てデイムズデイルは白らへスターに「思
イ〆 ご/を付与し!i)マ聖なる幼 fからピエタのイエス傑への再生を日身に重ね討;わぜるのだf い
教と告白に見られる神とディムズデイルの「父J= i息子」関係は，ノイマンが英雄の「竜退治」に
特に「白熱LJにおいて一不可欠なゑ件として挙げるガイスト(精神)としての父親像(i日じJ)左そ
の「息子」たる「英雄τ 日我」との科，あるいは「伐と父は つなり」のまUに表わされる「自-と
「μ子二Fl我」のー者性である。(r意識』ヲ 216を参照)説教においてデイムズデイ jレは未来の理想的
「共j，ij体jの実現を予言Lて:神の子jの高みに昇り，また舎白において宅金な悔悟と柿への絶対的向
J放棄の内に神に直正?することによって，罪入ごありながら的にのにふ与わしいもの七公
りす人類の罪を蹟ったイエス{象を担うに去るのだ。説l教と青白における対立物の結合については n 拙論
(6)を参照されたいυ
しかしこの英雄像は?実はイエスよりオシリス(，~J主い。なぜ、なら，最初から完壁なイスト(
{象であるイエスと追って，デイムズデイルはそこに主るまでに「本」での「夜の航海」において母権制
から父権問!に向かう人類の意識発達過粍を重層的にifJ体験L，母権的な無意識との伴の上に「山我jと
「自己」の→体化が達成されたオシリス伸話にもlr，た変存過杭を;山っているからである 手」ヘター
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と「息子」デイムズデイルとの剃は，空ゆえの自己紋棄と共に彼に受杭がれ，新たな価値へと変容するo
を許す神の芯訟は彼を真のに導く慈悲へ i皮久宇治三政励した活動(土手frたな創造力による稿の執
筆と説教へ匂彼女の自我肥大的な雄弁は彼の説教における罪悪感を泌めた「炎のへ，彼女との「ウ
ロボロス的近親相姦Jは「英雄近親相姦J(r意識l225 231 )たる「母殺し」を経て「聖母」との尺
ヒ的な紳へ， 1皮女ーの白我肥大による「父殺しJは，彼の罪の告白による神 f軒たな父)への自己放棄を
泊して「共同休Jf占い父)と超絶主主的な神に対すと)I父殺しjへと
ゆえに彼のイエλ像も，このオシリス的な変存を踏まえた全体像として理解されねばならない c この
ような彼の全体像は， rヨハネ黙示録』の「太陽を着た女」の意味を解釈したユングの言葉を連想させ
るn ユングによれば「女性(I太陽を着た女J)はその暗閣の中にく男性的な>意識の太陽をZ弄んでおり，
この太陽は子供として無意識の夜の海から立ち昇わ，老人としてその泌に沈んでいく。 i皮女はIUlるさに
を付け加える)巨IJち彼女は対立物の望婚を意味しており，自然と清川lをT!J解させるのだ J(rヨブ
への答え上 114-115);]、ーソーンはユングが詳述していない「無意識の夜の海」における「意識の太
陽」の再生過程を作品化したのであり，八スターはこの「太陽を着た女」のように，あるいはオシリス
を出生させ息寸ードルスを産み その三l了の「竜退品、」を支えて母権帝1の克服に寄与するイシスのように，
j" (ムズデイルの「個性化過程」を元導し，遂には「川の子jたる「怠子」としての紘を佐むのだヘ
ヘ入ターの最長的な「聖母Jイメーシi，特白に向かう 7イムズデイルかj皮友の助力を求めて幼児のよ
うな足取りで彼女に近りいてくる場面，彼女に作白の介添えを求めて神に許された力を巻きつけてくれ
るようにと彼が頼む場面，青白の後に彼を支える彼女のピエタ伐との類似等に切らかである。
ところでユングは『ヨブへの答え』においては ~H!I 自立にのみ視点を広三、女性七Eを男性 i 1刊を再生
にく「母」と LごLか認識していなかったのか，女1"1日投独自の手J竺過程には触れす" Iマリア被昇
天Jも男性的視点からしか論じていないo (fヨブへの答え1114 119， 133-156を参照)しかしヘス
ターにおいては，自ら変脅してデメーテル コレー神話を上坪・再生させ， I娘」パールを産む女性白
の「個性化過科JJ::ヲ男性白訟の「伺性化」をうt持Lて「英雄」と Lでの「息子」デイムズヂイルを
までの変行過程とが，プシケ】びJ~道程の内に両立していると j計えよ)
VI 
さて， I夜め航海|を「個性化過程一|の元型的パターンと捉えるならば，ニLングが f仁品程」の
家主必的表出と符えた金術の過釈を開まえて，この「み」への往復の Iiljを見ることもできる内ではな
かろうか。 以下，この点についてユングが『転移の心理学』に掲載した錬金術の過程の図を引用し(<図
7>を参JF-1)，林道義氏の解説(rユング思想、の責髄.1. 254 -259 )を参考に考察する c
I裸の真会J:壬王女王が虚飾君子脱ぎ捨て，繰で[rlJ き弁っている J ア!てと~の自分を知る土問時に，「ア
としてザうたしてきた相手のマイナス面をも意識〆iとする段階とされる c ヘスターの昔I'_rlよってチ
') ./グワスの正体を知ったデイムブ:ヂイ)レが衝撃のあュ:)i到れ 彼女も恨のJgUに身を投げ出 Lて許しを
詰う場河に該当し，意識層における互いのベルソナが破壊されたことを象徴すると考えられる。彼は倒
れた自分を死のイメージと結びつけて語りツ更に後で倒れた自分を拍ぎ捨てた衣服のイメージと重ねて
『緋文字』における「夜の航海j 高島まり子 119 
く図 7>r哲学者の蓄積園』から(rユンダ思想の真髄l256-257) (r転移の心理学l97-177) 
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|可する。河合隼雄氏は，衣服がベルソナのシンボルとしてよく現れることを説明している c (rユング
心理学入門l198参照)
⑤→人が裸で、浴槽に浸かっている。水に浸かることは，神話では鯨に飲み込まれて暗聞に閉じ込めら
れることであり， I夜の航海」に当たるという。原作では二人が手を取り合って暗い「森」の闇に腰を
おろし，姦通には「神聖なものJが内在していたことを確認しあい， I共同体」とは異なる価値観の
元(集合的無意識層)に踏み込んだ段階に当たろう。
①無意識の一番深いところでの最初の結合。「自我が死に，…意識の立場が喪失して…悦惚とした A
体感が支配する」段階で， I神人合 Jと呼ばれる神秘的体験であるが， (rユング，思想の真髄1 255) 
まだ真の統合には達していない c 真の統合のためには，神が人になり，人が神になることが必要である
という。原作では，ヘスターが愛ゆえの「失敗」により「太母」段階に退行し，コレー=アテナニペル
七ポネーとして「太母」デメーテルとイ本化L，デイムズデイルに乙女の自らを捧げる新たな「死の結
婚」に当たり，デイムズデイルにとっては「太母」との至福に満ちた「ウロボロス的近親中日姦」に当た
ると考えられる。いづれにしても，二人が「太母j的自然に抱かれて情熱的に進亡を決意する段階であ
フ
〆J。
③「死または受胎J真の統合のために，①の結合は一度死ななければならない。結合した三人が棺
のI[で死んでいるが，これは再生の準備であるという。 原作では，パールの抵抗(ヘスターに対しでは
緋丈字の再着用を迫り，デイムズデイルに対しては額に受けたキスを小川の水で洗い流す行為)を受け
た後， I共同体」の人々との出会いによって彼が「影jを段階的に統合し，チリングワスとの再会によ
る退治jを経て逃亡の決意の否定に至ったことに当たるのではなかろうか。
①「魂の上昇J: I人間の神化J:魂が天 j~ 界へ j~~昇 L，神へと変容することを意味するという。ペガ
サス・シンボルに象俄される霊感に満ちた創造}Jによるデイムズデイルの新たな説教原稿の執筆には，
ベグサスに乗って天駆けるペルセウスかベレロポンのイメージが読み収れヲ彼が天上的な境地にあるこ
とが解る c 更に教会に向かう彼の姿も，説教のl祭の「神の子」を思わせる「炎の舌jや天使の打天のイ
メー ジも， 1皮が神の高みにまで持ち上げられた状態、を示しており，この段階に当たると百えよう。
①「魂の帰還J: I神の人間化J.②で昇天して神に生まれ変わった人間が，もう 4度|背骨?の人同に)足
ることを意味するという。原作では，神との奈l'を確信し神への完全な自己放棄を通してを告白するデイ
ムズデイルの「神ニ日己」との一体化として描かれていると思われる。この告白は罪人としての責任を
とると同時に，普遍的な人類の罪を瞭ったイエスを連想させ，人間となった「村の子」イエスのイメー
ジを担うのである。
)ーI個件→化」の完成。神と人間が完全にー体化して新たな全体性が誕生し，対:ι物の結合としての同
として示されるという。デイムズデイルにとっては外的には「聖母J.罪人としてのヘスターと
の新たな紳，そして説教と告山による「神の子」と罪人の統合であり，内的には「母権的意識」の
による新たな創造力の獲得。意識発達過程においては，穀物神ー少年神としての母格的な 1'[我段階から
不滅のがイスト(精神)像としての父権的神，即ち「自我ニ自己j段階までを統令したオシリスを述恕さ
せるイヱス像、への変容。ヘスターにとっては，意識と無意識・男性性と女性性・罪と救済といった対立
物の結合の象鍛たるパール(ブシケーの娘たる女神「喜悦Jに当たる)を真に出産して、識的な母J.
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即ち「出産したプシケー」となり，デメ』テ]ルレ一コレ一神話を新た心去:地平に再生させたことり l凶μ叫l!噂i寺寺に，
寸ナ二、イ ム;>、サデ、〆寸1ルの 「円7伯伺rtf閉F凹I十ι「
f守;た:次次」予たるいはオンリスの変容.;~担に連れ{jょう f シスのような「母」となったこと υ もっとも lt 
を1'] L，その境地を生き始めたのは，時を経てヨーロッパから「共同体jに帰還した後，臼ら排文字
を身に_'て「共同体」の人々の相法悦手としての役割を果たすようになった時点であろう。
以ーヒ， での ぴ布j って読へで見たが， にこの はデイム
イルとへス夕、の「夜の航海 j(特に前 スターが，後半はテ fムズデイ yしがヰ1心となっている感
人の「森 l への往復がめカ、に「個じ過(土あるがj にあては ると思われ a
'1正するとは えまいか
けら「夜の航海」に出る引性達も， r忠臣ヨハネス」の王子や『熊;のアイク， rパック)J...ペリー ・フイ
/の冒除!のハックのように父権的作I;!'Jで怠識と 11、意識の支を実現はするが?父権的意l'哉が極jii:
さわた !Ii坪におし、て「太母」 I:lfi値は切り i、 t'られ γ二マ」も j三動的他者に さむ
相の[耐直低トーと蕪意識の芥[;1ιは続く。 しかしながら I俳文字』には芳女の「竜との戦い」が民に描
:う、il， も J、で成し注げ対等に との交流そ果たす。す91任記の女権拡張論を父
ーゾーンは，男子j:けと欠性性カ、不可すの相1 lij 
を統合L，主体性を実現する元型的過程を描いた。父権的な英雄神話の枠組!みを超
えて/'，スクーとプ、， I ズテイルの「陪;両親の分離!から「干 Zの航海」き~DL遂げる全での[伽、巳
少:どくともとよあるが
の;守に意識と
に抑圧する
が自し Aており と 旬、裂の定j立とし斗価佑(J丙し、。このj血性がかくら r主きいきと
られるのは，作者ふが求めた白我再生が父権的危機を克服L，
ではなかァ、弓か。
主
全体性の回復をもたらすものであソたため
， ) t出riお1， 1 ティムス
第2fì~，~， 1991) 
1ルの精十1]1巾変$1 自我号i主び〕元型的ブロ スにつし ー(鹿児Eμ子T;fiJt)J大学紀
.jtl!円前f空1・「ヘスターモプシケ一一『緋y:子」に潜か女性的心頭与を速のプロセスーJ(1μj 第29-"子 199，↓j 
拙論(う IThe[，(川 Letterにおける ChillllJ江川lorthのい性ーく悪魔〉三<神の絞:>一J(1可
円 1995)
拙諭 (4): I英雄神話『緋文字jの意味執筆の私的要因と牡会的要同 J (同 第31号‘ 1996)
引Ji論 l川 一<白己>T1:ffif象としーとの川、arl-j日~I.~ っ対立と統合 (同 第九九号 1998) 
ftH1rH 行 'f緋文字Jにおされたとなる神話 k判itと男性YI(1)統合 J ¥ l，jJ '1;31号， 199りl
2) .L 1)ッヒ・/{マン ノイマンは人類の意識発遅過程を「ウロボロス，=1京両親」→「太1:)J→「原間話lの分離」→
「英雄」の「竜退治J-1父殺し」と「舟殺し」→「烹撚」によゐ「内われの反t'È~の情肢と j-or物j の獲得J::胃
述した-立政の起点j史」
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「ウロボ亡!スJ: I円をなす地，自らの!芸をかむ始j原の)県蛇」で， bI我誕生以前の無意識の状態から脹芽自殺
の楽犬態までをえ1司、ノンボル(~方、識の起源安'1. :15-80)。
申円、時1・I ri ]12がぱらをウロオミnスとのI，-，J状態から切り献し始めJ 意E訟を破壊と創造の二面性をりつ
両義的な「大母」として体験する時期(白1-163)。
本「照両親の分離 Iウロボロス I(無意識1を「原父Jl: 1)京母」に分離t..，つ山我がぞの支配下から府出
する 164-191)，
ホ「竜退治 I原両親の分自在jによって「原父」と「原母jを分けた「息子=白我」が両者と戦い，最終的
な独立を獲得する行為 (223-272)。
ヰ[司 ，0)結婚」 太f:Jj支階の乙kが新たに強力な来意識的内在に臼:服され 9 それを圧倒れな男性性と Lて1己
放棄 l よ~て受け入れること。ハデスによるコレーの日告奪や七ウスとダナエーの関係( r アモー)~とプシケ 0'
70 80)。
キ「父権的ウロボ、ロス! 圧倒的な雪景意識の慢7、に対し，完全にそ身的な-tct1l:::してのr=1己認識を獲得十る時
期 (fk引の深層t24 35)。
申「暗聞の楽l司J 英雄を飲み込む「竜」の変形で，飲み込まれるf6:険は退行的な快来によって隠されている
( rアモールとプシケーt81， 186)。
本 l影 。その個人によって生き ιれなかったは面、その個人が認容し難いと Lている{，I'J!Jg存(rユンゲ Jレ理
学入nJ，101)。
本「自己」 立識と無意識を含んだ心の全体性の中心。，-:/f;賢者」や「始源児」は代表的シンボ、ル(fユング心
理学入門 221)。
3 )このような男性の「個性化」を先る「息子」の「母」と Lての役割は、イシスや「聖i:J マリアのみなら
ず，現在においても女性によく見られる 1 例えば，最近では芥川賞作家の柳美里氏の作品『命.1 0)新聞広告にお
ける写真とキャッチ・コピー(末尾に転載したものを参照)に，現代的な「聖母J伎としての「太陽を着た女」
イメ 与が現れてレると忠われる、f!IJち，病み支えた男性を受入れ弓癒し，者取るのとほUIμJil与に， ま之Jで彼の
生まhytわりのような 4息子をf['，~主し，育んでい t じよ碍{象である。しかも彼女の場比説明文: I妾ある男性との4i，
妊娠，未婚仕I産さらに，末期j癌のかつての恋人との同居に始まる，闘病生活」にあるように， この化にゆく男ぞ|
が夫でも巴子の父でもないところに， rI個人的。冗空'1的な「時と「息子」の問訂、のシンポ IC佐がム層強めよ〉れ
ていることは興味深い
ヘスターにも「聖母」イメージが付与されたが，柳氏の場合は特に写真に聖母子{象の視覚的イメージが明らか
である。つまり，幼な子をねし、た母という全体の構図， j:Jの長い髪.i:jJい息子の抱主力，裸の赤ん技j，慈愛に満
ちたヤ方、な母の表情手である。更には，米安昏出廷による実わ父{}!の不在も e イIスの場合と不思議なはど象徴
的には号する。「生正れふ命。死と対峠する命。 i放し〈生きるよとでしかできない命......生まれる命と先と対前
する命との交わりー…」というキャッチコピーには，あたから一人で男tの死を受入れ，新たな「息子!の命を
生み!JJ十かに見える「太母」的女げの強きと永遠性0)イメージが強調される二日時に，破jJ:的イメージにき37ゲ、り
かねないノ川命や未船出「長という負ぴ)'喪主 「太H の暗い反面を紋依するよっな l土，聖母 ri象主連想させる予真
の視覚効呆によって薄められる j 更に「父なし子を生む」という負の要素は，生殖メカニズムが解明されていな
かった古代の女性の原体験(男性に依存しない出産)が昇華されたものとしての「聖母"?リア 0)処女懐胎との
共通陀をも暗示し， trしろ逆境に耐える健気なiJイメージや村!の花ほ (1神のヂ」びJ母)としての「聖母」 イメー
ジ、へと反転していえ。後交が既に u;j(jJlのゆりかごJf也において，非正tff，の対伎ともいうべき昔!iXjと波乱に漏らた
半生を作品化してきた作家であるだけに，この反転はより強力な印象を与えるのだ。
こう Lてキャッ千コヒ と写真/)'i'統わされてらえられるメツ七、ジは，たとえ旦 kの暗い妥叩劇を基~lÆ にして
いるとしごも，その~生み出された新たな命は尊いこと，庄、(め '1' に彼の突の父親との flj ばかりでなくん
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で死にゆく過去の必人との精神的な併をも受継ぎ，再LI:.させるかに見える普通的な命の連鎖を繋ぐ母性は強く神
聖なものであること，女性は「息子lを産み慈しみ育むことによって根底にあった諸々の負の感情や問題を浄化
し， I息子」の中で他者としての男性と自らの内なる男性性を共に精神的再生へと導くことができること等であろ
う。この場合の柳氏にはまさに，ユングの言う IsJるさに暗閣を付け加え……自然と精神を和解させるJI対立物
の霊婚Jを意味する「太陽を着た女jとしての l聖母」の元型的イメージが重ねられているとは言えまいか。
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